
１　施策の位置付け

２　施策の取組状況
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　Ａ ： 計画以上
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　　　　　　［３３点］

①施策指標
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　　　　　　［３３点］

②市民意識
調査結果
（満足度）

　Ａ ：前年度より向上
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　　　　　　［３３点］

Ｂ ：達成度７０％～９０％
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：達成度７０％未満
　　　　　［１５点］
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Ｃ ： 計画より遅れ
 　 （主要な構成事業の
　　２割超が計画より遅れ）
　　　　　［１５点］

Ｂ ：前年度同水準
　　　（±５ｐｔ以内）
　　　　　　［２５点］

Ｃ ：前年度より低下
　　　（－５ｐｔ超）
　　　　　［１５点］

　Ｂ ： 計画どおり
 　 　（主要な構成事業の
　　　８割以上が計画どおり）
　　　　　　［２５点］
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  ③　主要な構成事業の進捗状況
　　（主要な構成事業の個別の進捗状況は，「３　施策を構成する事業の状況｝を参照）
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－

65.3

H26指標名（単位） H24 H25

62.0

-3.4%

指
標
３

H24
（現状値）

58.8

H28
H29

（目標年）

26.4%

H27

施策指標

指標名（単位）

前年度からの
増減

総
合
評
価

-

38.1

55.6

平成２８年度　行政評価　　施策カルテ

H28

2.0%
目標値

（Ｈ29）
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１　多様な住まいづくりの推進

調査結果

施策主管課 総合計画記載頁

-

・若年夫婦･子育て世帯家賃補助制度及び住宅取得補助制度による街なか居住の促進や，住宅改修補助制度によ
る既存住宅の活用促進などに取り組んできたところだが，「多様な住まいづくりの推進」に関する市民満足度は下
がっていることから，多様な住まいづくりを支援する施策事業の充実に取り組むとともに，普及啓発・利用拡大に努
めることで，市民満足度の向上を図る。
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１６　快適な住環境を創出する

施策の満足度（％）

住宅課

政策の柱 Ⅲ　市民の快適な暮らしを支えるために
市民が良好な居住環境の中で，安全で環境にやさしい住宅で快適に暮らしていま
す。

政策の達成目標
（基本施策目標）

政策名
（基本施策名）

131ページ施策名

市民満足度

・国においては，平成１８年に住生活基本法を制定し，国・地方・事業者・国民が適切な役割分担により，住生活の安定の確保及び向上を目指している。
・全国的に住宅数は世帯数を上回っており，住宅ストックは量的には充足している。
・消費税増税や国民年金保険料の段階的引き上げなど，家計負担が一層高まる社会経済情勢のなか，住宅分野においては住宅新築着工戸数の減少や，世帯支出に占める住居費割合の減少傾向などが見られ，市民それぞれの人生設計に
かなった住まいの確保が実現しづらい状況にある。

施策を取り
巻く環境等

･ユニバーサルデザインによる住宅の普及とともに，住宅のバリアフリー改修の助成に取り組むことなどにより，住
宅のバリアフリー化の実績値は高まっているが，目標値の設定が高いため，目標値に対する達成率は下がってい
る。

※『①施策指標』の単年度の達成度の計算について

★ 逓増型の指標（目標値が基準値より増加することが望ましいもの） × １００ （％）

★ 逓減型の指標（目標値が基準値より減少することが望ましいもの） × １００ （％）
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◆ 調査結果 ／ ■ 目標値（％）



３　施策を構成する事業の状況 ※凡例　○：「総合計画の戦略プロジェクト・主要事業」対象，★：「③ 主要な構成事業の進捗状況」対象（５事業選択）

４　今後の施策の取組方針

これまで中心市街地の賑わい回復（若年層の人口回復や中心市街地人口の下げ止まり等）に
一定の効果をあげてきた。引き続き，都心居住の推進に取り組むとともに，ネットワーク型コン
パクトシティの形成に資する居住促進策としての活用についても検討する。

1 若年夫婦・子育て世帯家賃補助事業

日本一
施策
事業

№
事業内容

対象者・物（誰・何に）

事業名
戦略Ｐ・
主要事業

※
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住宅取得補助事業

○★ H17

事業の
進捗状況

H2７
事業費

（千円）
開始年度事業の目的

取組（何を）

2

住み慣れた住宅の性能・機能を向上させることによる，良質な住宅ストックの形成に向け，引き
続き事業に取り組む。また，空き家の利活用促進を図るため，平成26年度より，今後居住予定
の空き家住宅も補助対象住宅に拡充したところであり，更なる制度利用促進を図るとともに，既
存住宅の更なる活用を促進するため，制度拡充について検討する。

◆少子・高齢化の進展により，住宅のバリアフリー化や子育て環境の充実などが一層求められており，さらには，ライフスタイ
ル・家族形態の変化などにより，市民の住まいに対する多様な選択も求められていることから，誰もが安心して心豊かに暮ら
せる快適な住生活を実現できるよう，引き続き支援の充実を図っていく必要がある。

　・人口減少時代の到来を踏まえ，「ネットワーク型コンパクトシティ」の形成に向けた，街なか居住を推進する必要がある。
　・住宅ストックが量的に充足している状況を踏まえ，循環型社会の形成に向け，既存住宅ストックの有効活用を図る必要があ
る。
　・少子・超高齢社会の到来を踏まえ，高齢者等の「住宅確保要配慮者」が安心して快適に暮らせる住まいづくりを推進する必
要がある。

方向性

〈施策全般〉
◆市民がそれぞれの人生設計にかなった住居や住まい方を選択し，快適に暮らせるよう，引き続き事業の充実・周知啓発に努め，事業推
進を図る。

今後の方向性

都心居住の促進を図るため，平成26年度に制度創設し，宅建業者等さまざまな関係団体への
制度周知に努めてきたところであり，中心市街地の定住人口の増加に一定の効果を上げてい
る。引き続き，都心居住の推進に取り組むとともに，ネットワーク型コンパクトシティの形成に資
する居住促進策としての活用についても検討する。

3
子育て世帯や高齢者世帯などに対する良質な民間賃貸住宅の提供を通じ居住の安定を図るた
め，引き続き事業に取り組む。

都心居住の促進 家賃の一部補助

計画どおり地域優良賃貸住宅供給促進事業 家賃の一部補助

計画どおり
中心市街地に転入す
る若年夫婦・子育て世
帯

計画どおり住宅取得費の一部補助

11,787
地域優良賃貸住宅を
供給する事業者

課題

〈主要事業〉
◆若年夫婦・子育て世帯家賃補助事業
　都心居住の促進については，人口減少社会の到来を見据えたさらなる定住促進に向け，人口の流入促進及び流出抑制に向けた各種施
策を組み合わせた定住促進策の推進に引き続き取り組む。

◆住宅取得補助事業
　既存住宅の活用促進については，住み慣れた住宅の性能・機能向上に向け，引き続き各種制度の利用促進に取り組むとともに，多様な
住まいづくりを支援する施策の充実に努める。

自宅の機能・性能向上
のために改修工事を行
う市民

〈その他個別事業〉
◆市営住宅の供給については，安全で快適な住宅セーフティネットの実現に向け，老朽化した市営住宅ストックの維持修繕・改善及び建替
えに計画的に取り組む。

27,086

中心市街地に定住しよ
うとする世帯

改修費用の一部補助

住宅セーフティネット機能の
向上

○★

★ 良質な住宅ストックの形成

住宅改修補助事業 ★

都心居住の促進

既存住宅の活用促進及び良
質な住宅ストックの形成

老朽化した市営住宅 計画的な修繕工事の実施 計画どおり 137,427

適切な整備工事の実施による住宅ストックの機能向上及び長寿命化に向け，引き続き事業に
取り組む。
また，宝木市営住宅については，計画的な用地取得事業を推進していくとともに，平成27年度
に策定した基本構想に基づき，団地再生に向けた基本計画策定に向けて取り組む。

4

5 市営住宅整備事業 ★

計画どおり

H26

H8

H24

5,750

58,220


